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着して走るシーンは TV 局側に好評で番組宣伝の CM
に採用される。　　
　DQ は欧米企業の下請け的な作業が多く、自らがア
イディアを想像するという機会が少なく、慣れていな
かったようだ。またインドの制作現場は完全にデジタ
ル化され、技術的にも優れているのはたしかだ。しか
し、ディテールへのこだわりという意味では日本人に
比べると粘りが足りないように感じた。
食べ物がだめなら飲み物だけ
　もう一つの名場面「ちゃぶ台返し」が NG になった
のは「食べ物を粗末にしてはいけない」という理由か
らだった。このとき、制作の進行はかなり遅れ気味で
インド側からすると、それどころではなかった。DQ
は「ギプス」同様、なぜそこまでこだわるのかと首を
かしげていた。このシーンの重要性を何度説明しても
彼らには理解してもらえず、折れるしかないと思った
ことが何度もある。それでも食い下がり、説得し続け
た。するとインド側のスタッフも理解を示し、代案を
考えてくれることになった。
　父親の怒りを表現するということで「コップ」を投
げつけるシーンが考案されたこともある。だが出来上
がった映像を見るとまったく迫力がなかった。
　ギプス同様、インドで長い議論が交わされたが、残
念ながら打開策は見出せなかった。
　そこで今度はテレビ局と打ち合わせをもった。
　「食べ物がダメなら、飲み物だけを載せるのはどう
か」というアイディアはこの会議のなかで生まれた。
最終的にはちゃぶ台に代えて大きなテーブルを父親が
片手でひっくり返し、飲み物の入ったグラスがテーブ
ルごと吹き飛ばされるという、迫力あるシーンが生ま
れる。
　インドで放映上の倫理規定に引っかかるシーンはほ
かにもある。子どもが観るアニメでもあるので、父親
が「お酒」を飲むシーンは NG だ。インドには飲酒が
禁じられているイスラム教徒が１割以上、また飲酒は
好ましくないとされるヒンドゥー教徒が８割を占める
からだ。
　インド版「明子姉さん」はパンツルックで描かれて
おり、足を露出していない。胸元が大きく開いている
女性が登場するアニメもインドでは放映するのが難し
い。
　第１話のなかにインド代表チームがクリケットの国
際大会で勝利するシーンがあるが、相手国の「パキス
タン」の国名や国旗はすべて消さざるを得なかった。
それはインド側の政治的な配慮からだ。
　当初、脚本には「お前の家は貧しいから食べ物も満図２　インド版「養成ギプス」は廃タイヤのチューブで
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足に食べさせてもらえないだろう」というセリフが
あったが、テレビ局側から差別的な発言は削除して欲
しいという要請があった。貧富の差、とくにカースト
を意識させる表現にはとても神経をとがらせていた。
インドチームの奇想天外のアイディア
　プロットを制作するうえで、物語をよりドラマチッ
クにしたいというインド側スタッフの思いから、じつ
に“斬新”なアイディアが飛び出したこともあった。
　主人公の飛雄馬にあたるスーラジを家族のいない
「孤児」に設定するという案だ。
　スラムで暮らしている主人公のスーラジは一人の
コーチと出会う。この男はもともとクリケットのスー
パースターだったが、インド代表入りの道を閉ざされ、
酒におぼれ、強盗に及ぶ。刑務所で仏教に目覚めて改
心し、出所後、スラムで子供たちにクリケットを教え
る。そこで出会ったのが、スーラジだった。彼は有名
な選手に成長するが、後にスーラジとこのコーチは親
子だったことが明らかになるというストーリーだ。ア
イディアは面白いが、もはや原作の『巨人の星』では
ない別の物語になっていたので却下した。
　DQ のスタッフと実際に何千通というメールのやり
とりをした TMS の光川弘治氏はインドとの共同制作
の感想をこう語る。
　「とにかく現場は大変でした。インド側のスタッフ
の自己主張はとても激しかった。彼らは毎回、マシン
ガンのように何人も同時にしゃべるという感じでし
た。日本人は権利主張が控えめだということがわかっ
ているから、強く言えば受け入れられると思っていた
のでしょう。でもわれわれも負けていなかった。向こ
うが怒り出すかもしれないと思うくらいに、激しく言
い返すと、向こうが折れたことも多々ありました」
　たしかにインドの人々に受け入れられる作品を作っ
ているわけだから、日本側の思いばかりを押し付けて
はいけない。しかし原作者の思い、そしてわれわれの
思いはちゃんと伝えたかった。だから直接会って何度
も議論を重ねた。
　今回、改めて痛感したのは、お互いの本音を知るに
は「メール」や「テレビ会議」では限界があるというこ
とだ。どんな便利な時代になっても、重要な打ち合わ
せは面と向かって行わなくてはならない。そうしなけ
れば、クリエイティブなアイディアは生まれない。
日印合作の「成果」と「課題」
　2012年12月23日、クリスマスイブの前日、イン
ド版「巨人の星」こと「スーラジ ザ・ライジングスター」
の第１話が人気ドラマチャンネル Colors で放映され
た。構想から２年８カ月が経っていた。
　制作の現場では様々な“文化の衝突”もあったが、
それを克服し、タイトなスケジュールにもかかわらず、
無事予定通り2012年末に放映を開始することができ
た。これもひとえに日印スタッフの努力の賜物だろう。
　番組の協賛企業にはスズキ、全日空、ダイキン、コ
クヨ、日清食品の５社が名を連ねた。スポンサーへの
営業は前出の宇都宮氏を含む博報堂のスタッフが奔走
した。加えて彼らはテレビ局の放映権の獲得交渉にも
腐心した。インドでの初の試みに挑戦した博報堂は苦
難の連続だったが、なんとかそれを乗り切った。　　
　半年後の2013年６月、最終回の26話では、主人公
スーラジは魔球であるインド版「大リーグボール１号」
こと「アグニボール」を完成し、優勝するというラス
トシーンで幕を閉じた。
　その後、インドの人気アニメチャンネル Sonic でも
何度も再放送された。日本でも話題となって逆輸入が
実現し、日本語字幕付きでネット配信された。クール・
ジャパンの代名詞として数多くのメディアにも取り上
げられ、中学の「社会」の教科書でも紹介された。
　しかし数々の苦難を乗り越えてきたにもかかわら
ず、残念ながら、営業的には成功に至っていない。初
の日印合作には「課題」も多く残されているからだ。
　われわれはこの反省を次に活かしたいと考えてい
る。「飛雄馬」のインドでの挑戦はまだ始まったばかり。
日本の『巨人の星』で投げた「３つの魔球」のうち、イ
ンドでは、まだ一つしか試していないのだから。図３　「ちゃぶ台返し」のインド版は「飲み物だけ」
